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狎
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^
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蜜
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.
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濑
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判
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作

^
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つ
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補
從
れ
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あ
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。
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が
ク
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す
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判
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を
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嫌
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あ
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つ
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判
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ダ
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.
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ダ
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。
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マ
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. 

ミ
W

.R
ょ
つ
て
、「

住
宅(

問
題

」

の
意
義
を

把
握
し

得
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踌
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^
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を
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刷
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蜂
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滯
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.
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彼
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古
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あ
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は
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は
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な
る
統
一
を

#

見
し
た
。
指

*

者

0:
;

天
才
は

’
1
_種

©

攝
现
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叹
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。
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狀
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狀
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を
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.
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。。
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友
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憐
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运
^

願
故
す
‘

^

—

財̂
«.

€
»

何

^
您
奪 

で
あ
る
、ま
尨
は
政
治
的
、市
民
棘
瓦
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；
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を
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、著
作
ぞ

©

も
0;
^

至
：つ
て 

は
、
做
ほ
，1

層
多
ぐ

不

快

な
5 .
;

も
の
で

.

&-
'
'
u

:

も
レ

«

が

1
:叹
：熟

.練
7で
、敏

.：活
：：な
る
出
版
者
を

發

昆

し

得

を
2 :
;

ら
ば
、公

衆̂

« •
? >
■

■

に
‘恐

駿

す
a

p

 

I

 

&

ヶ
。

」

爾一

1

W

'

• 

... 

.

.

. 

. 

. 

. 

• 

.

.

.

.

.
 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

註

^「

が
,̂
p
i浮 

O
r
u
w-
S
I
M
W
-贫

:
.
.
.
.
.
• 

•

*
•
•
.
. 

,
.
.
•
. 

•
•
、

.

.

. 

• 

L 

-

,
.

.
.
.

.
三
-.

-

. 

' 

.
:

し
.
' 

:

;

'
.ぐ
の

著

作
'はf

八M

^:
禁
六

.用
*
に

a
ii
v
:
#
.
-̂
。。

ブ\

ダ

ドv

敗
前
：揭

以

奇

響

な

る表
；：

魅 

第u

十
三
散
.(

八
0'
'
-
|

)

ブ
.ル
>
ド
ノ
の
財
贬
酿
之
そ
ひ
能
：に
_

蠃

饗

 

第

六

缺

S



笫
一1$

一
 一

卷

.
ca-
:
9.
:
c;
.

ブ
•ル
か
及
の
財
座
論
'を
ぞ
&
微

^
紙
4
:
>墓

, 

S
ハ

號

.

3】
を
攀
驿
じ
;̂

、
#
: §

膝
何
が
#

、法
撒
展
谈
維
»

0.
;
:
:原
理
：垮
關
_す
る
：0F
:

.

$
へ.

(

變

：est-ce 

:que 

la 

P
r
o
p
n
e
t
e
?

 
R
e
s
e
r
c
h
e

 

s
u
r

 

le 

p
H
n
d
p
e

 

d
n

 

droit 

et 

d
u

 

g
o
u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
T

-̂-
」

t2o

•フ V

 

ク
ド 

ノ
ま
乙 

の
著
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療
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著
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瓦
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。
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述
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滿
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熟
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。
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著
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ベ
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。
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。
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を
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ら
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應
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榮
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献
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。
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シ
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。
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條
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懷
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。
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；
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.
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^

•.
^

i

^

o
 .

一
一
、
，

彼

が̂

の
著
作
の

_第
.ニ
版
欠
出
版
す
る

_

狀
は
ン
己

.の
献
書

%

削
へ
鄭
す
ベ
会
：

三
、

此
の
：學
*

院

0

決
_

祖
記
錄
：す

べ
&
;
:孓

ミ

フ

(

ン

此

等

;?
ニ
つ
の
®

案

梢

投

罌

の

結
*

採

用

せ
&

n
/2
u.
°
i

l

s

- 

. 

■ 

■ 

■

註 

r
..H「 

^
1
0
0 

^
c
o 

 ̂

 ̂

^
H
v

.「

財
躍
ビ
は
何
ぞ
や」

新
叫
JE

0
課
M 
0 
# :

序
文
.八—

九
M

■

川
5|
文
は
火
體
に
お
い
て
新
明
課
火
從
つ
て
か
る
が
、

^

i

を
參
照
し
て
、改
譯
引

;!
]

■

し
.
.
.た.
筒
.處
'
.も
多
い
。

一
.々
指
.
.摘
'
.し
て
.■は
.
.
'
fa
..か
な
か

.
つ
.
た
..o
. 

.

設.一
四
 

W
h
a
t

 is property.?. !>■ 32 .

邶
跑

W

は
柯
ぞ
や
、

一

o 

M

か

く

の
如
&
が
彼
の
著
作
の
ブ
サ
ン
ス

V

擧

士

院
^

對
す
る
：献

峯
0

結
#

で
あ
る
ビ

.：匕
％ 

5

の
私
有
財
產
を
非
議
し
た
著
作
は
、彼
を
全
く
絕

«

化
陷
し
入

*

セ
の
で
あ
る
。
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葉
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。
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を
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.
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な
る

M

織
を
も
康
.設
し
ギ

う 

<

は
し
て
ゐ
が
い
？
私

齡

特
«.
の
廢(

止
、奴
.雜
制
度
の 

撤
廢
、權
利
の
平
等
、及
び

.
法
，の
.
支
*

を
要
求
す
る

'
 

唯
だ

.担

«

あ
る
，の
み
、乙
：れ
が
自
分
の
鼠
論

. 

の
K

/K
フ
ァ
で
ぁ

I

 

メ
ガ
ァ
で
あ
る
。

」

i

l

「

私
は

#

秩
序
，の
：像
表
：者「

で

%.
な
焱
れ 

の
.煽
動
者
で
も
な

s
o 

S
 

t
 

^
 

 ̂
&
 ̂

s
 
i
o 

. 

&
は
、我
：等

；
f

 

の
.
發
達
を
知
ら
ん
ミ
し
て
も
知
る

-
乙

2£
:の
坩
來

「

な

5
-眞
：现
匕
暴

'

#
じ
で
な
る
の

"
で
あ
る
。，
私 

は
我
等
の
將
來
の
鸾
法
の
序
文
を
草
し
て
ね
る
，
で
ぁ
る
。
耽
等
の
脈
斷
を
し
て

&■
■
し
う
七 

し
め
る
な
ら
ば
、諧
君
に

' 
は
、不
遜

ビ
見
ぇ
る
か
も
知
れ
な
ぃ

乙

の
命

.題
i

財
産
は
盜
奪
で
あ 

る
I

は
、
»

は
來
る
べ

.
き
雷

«

の
際

^

我
等

.を
防
撃
す
る
避

_

針
ミ
し
て
承
^
せ
ら
る
へ
含

も
の
な
の
で
あ
る

.。」 (

驻ーニ

〕

第一1-H1

S.
s'
o
ti)

プ
ル
ゥ
ド
ィ
の
財
敗
論
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逸
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紙
げ
秦
響 

笫

六

號
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第
！！ 

t

l

s(

s

o

'
プ
ル
：ゥ
ド
ソ
の
；財
軋
敵
l

の
細
紙
故
I

反
^

f-
-
-ハ#

三
：八 

,
独
一
八

.
財
.座
i

は
.：

何

ぞ

や

四

「

頁 

註
一

九

財

跑

、

は
何
♦そ

や

H

K
 

註
ニ 

◦ 

0 
0
«
.は
：柯

ぞ

や

五

萸

.

0 
ニ'1

財
—

ミは何
ぞや三

.K 

.

ブ
ル
ゥ
ド
ン
は

A
J

の
枧
本
的
命
題
の
說
明
の
槪
略
弊
に
顺
序
奪
次
ゆ
や
ぅ
ド
い
つ
て
^
る 

「
1

、
我
等
は
先
づ
財
産
を
德
謹
す
る
た
め

{̂
*-
張
せ
ら
れ
た

_

&;
:

ゆ
5:
議
論
を

1£
.當
な
る 

も
の
ど
看
做
し
、唯
だ
、を
の
原
則
を
探
究
す

5:
:̂
务
め
气

.
备
の
煢
で
，我
等
は
乙

0

原
則
：拆 

财
淹
に
尤
い
て

&

ft
k

表
S

せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
如
何
か
、ヒ
い
ふ

こ
ぐ
し
を
確
め
る
の
で
.あ
る 

_

»

上
fH
產
は
結
周

IE
;
義
以
外
の
根

.據
k

i

い
て

ば
、*
_

ず

$-A
r
v
a

が
出
來
な
ぃ
か

.ら
、疋 

義
又
は
尠
く
ど

>

正
義
の

®.
向
が
必
然
的

k
hあ
ら

:̂
る
財
產

—

の
根
底
に
横
た
は
：つ
 

てQ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

4
>

し
て
他
方

^

”

で
、財
產
榔
は
感
覺

k

ょ
6
. 
0
別
_
る
レ
歌 

砂
の

.上
R

の
み
行
使

.せ
ら

.る
‘
、

4
の
な
る
が
故

^

、客
觀
化

#

ら
れ
て
姿

.

沒

し

て

.̂
5:
IE 

義
は
部
は

^

代
數
學
上
の
公
武
の
形

‘式
を
取
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。

乙
の
傑
究
法
を
以
て
我
等 

は
則
產
擁
譴
論
は
、如
何
な
る
議
論

k

せ
ょ
，常
に
、ぞ

し

て

必

然

的

氏

；平
等
離
ち
.财
库
の
否
.定 

k

.

sた
る
も
の
.な

る

M
.

 

e
を

直

ち
R

:證

明

す

る

z 
J
a
が
出
.來
，る
.
o
.

こ
の
第

I

の
部
分
は
前
の
ニ
章
を
蔽
ふ
て
ぬ
る
。
第
一
章
は
占
有
、我
等
の
權
利
の
基
礎
を 

論
じ
、第
ニ
章
は
舭
產
及
び
社

#

的
不
平
等
の
：原
因

:レ
考
へ
ら
：れ
拓
勞
働

I

能

S

を
論
ず

る
.
も
.
の

で

あ

^

。
：

.

.

.

.

.

.
：

/

前
寧
は
占
有
の
.權
刹
が
財

.產
を
妨
替
し
、後
靡
は
勞
働
の

«■
:
利
が
、己
れ
を
碘
壞
す
る
乙

S ； 

V
J燈

叨

す

る

で

あ

ら

，ァ
。

ニ
、

次
.
£、財
產
が
：必

然

的
^

平
等

V」

關
聯
し
て

0-
-

み
，存
在
ず

る
も
#

ビ
.

考
ヘ
ら
る

>

k

拘 

ら
.ず
、

/

0

の
論
理
の
必
然
に

反
し
て

¥

等
が
存

«

し
.な
い
の
：ば
、何

の

现

由

'̂
基
く
の
で

ぁ
ふ 

が
を
發
見
じ
な
：け
れ
ば
な
ら
ぬ
？

乙

の

新

ら

し

い

探

^

%

ま
和

ニ

萆

を

蔽0

て
ゐ
る
'。

第 

1

R

、財

產
を

れ
-
自
：'體
.
.の
.事

實

を

考

察
し
、我
：.管

は
.乙
の
亭
實
が
實

ft
し
.て
ゐ
る

か
、乙
れ
が
存 

在
し
て
ゐ

5 -

.か

如

何
か
、

M

n

は
可
能
で
あ
る
か

如

何
か
を

討
：鸯
す
る
。

、最
後
に
、最
後
の
章

ミ

v>
.て
、我
等
は
心
理
學
の

.

.W
1

を
借

4
 

V

..
A

間
.性
質
の
耀

_

紅
究
め
、
 

JE
"

#

の
原

則——

I

を
の

&

式

.̂
性
質

^

發
見
：す
本
で
あ
ら

.フ。
-:
'
;が
X
;し
て
我
等
は

1£
做

 ̂

社
#

の
有
機
的
法
則
を
叙
述

-L
:
、財
産
の
起
一
：源
、̂

の
創
設

.の
原
因
、ぞ
：の

.
長
；き
歷
史
、目
_

0

裡 

i

れ

る
I

斷

末
S

說
明
し
、財
*

I

f

の

同

1

}

l
 

I

f

提
1

第
一I

十
三

怨(

八
〇
九〕

ブ
ル
ゥ
ド
ン.の
：財
旗
齣|
.
の
獨
逸
：校
於
け
；る
反
響
；
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第
二
十
三
卷

(

八
.
.
1

0

)

：

ブルウ

•■ドン
.
の.
.財庫腧

^
.
そ
.
'の獨
.紙
^

於げ
.
.$
:

^

.響

.

. 

猶
'六̂

.

..
四
D

;

..

る
で
あ
ら
ろ

；0
ro
iu
て

息

;&
0

s

:

c

v
Q-
'

■
意
！

人
間

.の
主

*

_

件
：
0

不
甩
等
及
び
；財
：
 

產

が

必

：
«

.«
サ
の
芩
の
セ

\
あ
つ
て
，此
等
味
相
辱

.̂
還
»:
珠
：«

代
»

す

^

乙
ど

^

出
：來
. 

る
名
の
な
る
乙
ど
食
解
明
し
た
上
は

.矛
盾

0
:胰
則
は
ょ
つ
：

$

踩
浪
ミ
權
利
の

(

鷀
礎
を
な
れ 

か
ら
推
論
す
る

Z
之
は
*
惟
名
な
い
こ
ど
で
あ
る
ゃ
乙

^

を

も

^
^
我
等
の
探
究
は
終
る
ハ 

の
’
で
あ
る
。
ji,
n

6

:

.
 

■

:

fl
i

U

 

一
 

H

 

'
財へ：
M

'-
で
は
何
ぞ
や 

0 

ー
！

四
'-
-
:
.三
--
-
'
-
.
貢
て

 

：

• フ
ル
ウ
ド
ン
は
か
く
の
如
さ
綱
領
を
も

0

て
、令

0-
疏
究

-̂
從
つ

^

。
-:
乍
»

彼

0.
研
究
方
法

) 

は
、體
系
的
な
獨
：.逸
'
の
®

學
：者

な
w

ic
見
-
る
や
；
7

に
、直
1

化

現

：
象

「

の
：
本

累

論

に

：
入
：
る

-
の
で
.
は(

.な 

S

。
彼
は
、占
：

*

の
本
質
洗
た
；

.は
勞

«

の
：本
茶
質

^

關
长

.
を
.赞
學
的

®

舞

的
：：

研

究

に

あ

る

の,

は
： 

な
い
。
彼
の
批
判
は
，個
人
的
で
あ
令
、消
極
的
で
あ
る
。
從
つ
て
、彼

'の
論
ず
る

V
J

乙
ろ
ば
、彼
の 

問
題
の
最
も

.手

.近
一
か
®

る
.部
分
か
ら
で
あ
る

,9
彼
^

先
ダ
從
來
の「

哲
ヘ
學
者
及
“
び
法
橄
，學
者

^
 

ょ
つ
て
、財

產

の
'不
可
侵
性
並
び

k

最
高
是
認
の
た
め

k

主
張
.せ
ら
れ
た
學
說
及
び
見
解

t
檢 

討
：す

-
る

乙
ビ
{.
C

ょ
つ
て
始
め
た
の
で
あ
る

;;
:0

乙
の
方
雨
な

^

、K

^

ウ
ー
ド

^

が
勝
利
の
確
：

#

を
. 

も
つ
て
活
動

し

得

た

：範
：圃

な

の

で

あ

ら

た

。

彼

ぼ

個

々
e
0:
風
»

承

及
.

^
學
者
を
.そ

の
ft
判
；の

對
象

V
J

し
れ
。

I

の
內
に
味
ツ
ク
リ

5

ス
テ

,

！
ド
.

i

シ
ィ
、セ
ィ
ス

，
、
' ス
ク
ウ
サ

V

ア 

V

チ
.ロ 

V

グ
ロ
チ
ウ
ス
、

f

ッ
チ
工

I

ベ
を
含
み
、®

ら
0

法
典
は
ま
で
は
及
ん
で
ゐ
る

-：
9

ブ
' 

A 

ウ
ド
ゾ
は
乙
れ
ら
：の，批
判
の
對
象
の
中
心
的
文

_

を
理
解
檢
討
す
る
己
せ

^

ょ
つ
て
、乙
れ
ら 

の

財

產

擁

法

s

 

I

I

I

論
の
無
內
？

矛
盾
：

I

剔
抉
し
、乙
れ
ら
の

S
 

,

及
び
決
文
に
ょ
つ
て

.は
，財

產

權

の

是

鶴

は

證

明

ー

れ

て
t

ぃ
ビ

い

ふ

乙
ビ
を
承
：寧
せ
し 

め
i

s

し
れ
の
で
あ
る
。

■彼
I

.

の
被
批
判
者

I

レ

^
^

.へ、且
ク
こ
れ
を
克
服
し
た
。

こ
の
批
判
の
方
法

I

る
意
味

I

い
て
、正
し
い
方
法
で
な
か 

つ
^

こ
ビ
も
、事
*
で
あ
る

 

i

 

S
 
0
<
 ̂

i
 

§
 

る
方
法
で
あ
づ
た

:?V

も
、ま

-

事
實
で
あ
る
。
嘴

|!
#
.
.の
«

«

西
思

«

界
は

(

瓜
索
す
る

i
 

だ
少
ぐ
、從
つ
て

>佛
蘭
西
思
想
界
の
傾
向

I

る

S

の
代
表
：者

の

主

響

V
.つ
て
、全
く
決
定 

を
ら
る
、
有
機

(

で
あ
ら

f

t

o而

し

.
n
&

^

®0

f
 
£

0

§

0

^

0 
f
 
0
0
4
. 

ら
れ
な
け
れ
ば

®
 

I

か

S

人
々
だ
か

I

:

あ
る
？ 

I

目
的
今

^

^

^

^

^

^
フ
ル
ウ

ャ
メ 

の
著
作
は
大

«

る
意
義
，
.を
有
す
る
一
€ 

s 

%

n

ダ̂

及
ド
.
ン
^

學

說
R

:f
ず
る
フ
'
ラ

ヌ

キ

ィ
0 

高

さ

評

-®
の
现
‘

も

實
ド

乙

、
»

存

す

る
0
:で
：龙

っ
‘
气

' 

乙
0 
t

ミ

は

フ
,
f
1

シ
自 

第
？

f
 

C

八1
1
0

プ
ル
ウ
K
ン
の
財
霧
I

の
獨
：逸
&

襞
る
馨.

:

.第

六

却

f
i



第
二
十
三
卷(

八I 

ニ)

グ
ル
ゥ
ア
ン
の
財
康
输
：

|

の
獨
赞
尨*
る
反
響
：

 

0

0

丨

-

H

邀す名ゼ、ミ

*

名

そ
.

力を集：

一

1

2

.

霉

0
"
:勿

論

蒙

科

；學 

^

對
す
る
貢
献
は
、彼
の

Z
の
著
作
の

み

で
f

も
の
で
は
：

|

パ

|

著
#
 

，
は
.そ
の
、
 

批
讲
的
方
而
代
あ
る
。：パ
己
の
批
判
を
紙
じ

'5

 

f

 

>法
的
觀

.含

建

_

せ
ら
る
べ

f

示 

.

ナ
の
、
あ

,

こ
の

s
 

i
ょ
つ

‘
て
從
來
行
は
れ
，た

W

產
.權
每
翦
論
：は

*

早
何
等
の

®:
義 

を
も

保
指
せ
ざ
る
化
至
っ
：
た
。
.
人
あ
つ
て

¥

し
、個
人
的
财
產

#

_

の
謂

•

を
確
立
せ
ん

f

 

る
な
ら
仗
、彼
は
眞
而
目

S

圆
た
る
理
曲
を

i
 

S

、乙
れ

^

從
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

<

套

た
の
で
ぁ
る
。

ぶ
の

U

て
、佛
蘭
西
は
ブ

V

夕
ド

.X

の「

財
產

V

は
：何

I

k

感
謝
す

V

 

，
で
あ

5(

猫ニ
.三̂

.ベ
 

…

S 

ニ； 

一-

stein,: Der. soz.ia.Hsis u.... K
o
m

 
日unismus. Ss.

. 

.

五

..

* 

.

財
產
權
擁
謹
論

.

t

そ
の
占
有
說
ぞ
勞
働
說
：

|

を
.览
服

.し
た
ビ
信
セ
た
ブ
ル
ゥ
ド
シ
は 

を
の
法
律
哲
學
的
方
、W

か
ら
轉
じ
て
ゼ
ら

k

財
產
の
經
濟
學
的
锻
封

K

醪
つ
て
ゐ
る
。

乙
れ 

1

產
ど
は
何
ぞ
や

」

の
第

H

墩
を
形
成
す
る

i

の
で
あ
る
。パ
彼
は
足

0

孽
0

货

い
て
、「

財
產

0 

不
可
能

J

R
關
す
る
十
箇
の
命
題
を
設
定
し
て
、一
々
こ
れ
を
論
瞭
し

‘て
ゐ
る
。

こ
 

>
こ
_
い
て

も
、彼
は
セ
ィ
を
始
め
、個
人
主
義
傾
尚
に
躅
す
る
蹲
經
濟
學
者
：

S

判
す
る
ビ
、
も
に
，彼
の
時 

代
に
お
け
る
社

#

主
義
者
、サ
ン
：ゾ
乇
ゾ

‘
フ
ソ

工，並
に
合

の
學
雜
の
說

_

提
案
に
つ
い
て
批

_
 

し
て
な
る
。

.皮
の
：命
題
の
：I

々
R

つ
い
て
、說
明
す
る

ZV

は
甚
だ
し
：く
紙
面
を
要
す
る
の
で
，
 

を
の
ニ
三
を
擧
げ
て
見
る
暴
一
命
擊
財
產
呔
不
可
能
で
あ
る
，
何
？
炙
れ
ば
、ぞ
れ
ヘ
は
無

^
 

對
し
有
を
耍
求
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

/
i

Eg
;̂「

第

三

命

題̂

產
は
不
可
能
で
あ
る
。
個 

ど
な
れ
ば
、一
定
の
資
本
を
有
す
る
生
牵
は
、財
産
に
非
ず
し
て
、勞
：働
に
此
例
す
る
も
の
だ

か

ら
 

で
あ
る

」

&

ーー
$

。
.

「

第
五

^

ff
l

財
產
ば
不
可
能
で

^

る
。
何
せ
な
れ
^
若
し
夫
れ
が
存
傘
す
る 

な
ら

«

社
.會
は
自
ら

.を
食
ひ

®
;̂

Z 

?
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ô.r 

独
.
四

六

財

座W

は何ぞ
や三九
ニ

——

三九三頁

,wh
a
t

M.s Property? P. 264 .

- 

.....

:
て
の

.無

.政
府
の

»
:會
は
、ブ
ぞ
ゥ

(

.ド
ン

^

笫
ニ
十H
卷
，
C

A

I

S

Dプ
ル
：？.■̂
メ
の
財
產
論
^

そ
や
獨
逸̂
於
げ
る
技
雜
：

 

第
六
^

洱
五
莽



第

案

馨

き

！夫

)

.ミ

名
：：：

I

藝

鱟

そ
®

■

於

逢
C
饗v

へ
へ
 

：：

第

ガ

躲

へ

き、
. 

礎

耷

允

^

嘮

龀

：會

硌

内

被

は

雜

錄
^
 

，
い
;-
;
:
.
,)， 

「
一
、

;«
■#
坤

ち
■

凝

議

讀

处

ら

滅

^

決
し
：1

義
、I

:
衡

黑

破

：

令
I

'

S

 

:
:

今
^

せ
^

嚼
%

^

稱

；を#

呤

^

;
'
. 

第 

»

1

:

f

 
輪

書

あ

，る 

U 
法
：2

:(

：®

#:
寒

：
®

.

.

M
し

:

‘ 

?
,
.
.
い

:

:

リマ—

,

—

 

„ 

: 

, 

:
,
. 

.
.

、

,.
.

に
■■

::

S
,

.個
人
部
觸

#
即

$
龙
能
；；

#
が
嘲

.:
*

 ̂s

m
 

 ̂

5

•

f: 

»
卿及

： #

種
.僻

®

卿

域

代
：
i

 
 ̂

:l
r:；

て
は
#

容n

れ
て

ゐ

な
V

^

衡

：
は

正
-«

.ま

-̂
は
社
會
的
平
'等
を
；侵

害

す

：る」

t

せ
な
へ
く
遵
一
；
守

し

得

：
る

.-
-
で

ち

ら
'
5
0
:
:
:
.
..
.
: 

. 

:

. 

、
.
'

•
: 

:
•
、

-
.

«:
... 

,
.
?.
: 

‘ 

. 
： 

.

.

,
.
.
.
:
:
.
i 

.. 

... 

• 

; 

. 

. 

. ' 

. 

.

:;
A

の

社

會

の

第

写

派
:#

0
ち
.典

產

主

義S

砸

靡

：
Q
「

線
^

を
*吾

：々.
'

は
，； 4

か

：
ミ

：
呼
_

る

；

(

胜
四-

七)

-'
°

.

:-
•

.
.

.
.

,'
.

•

,
■

■
'

-
.…

.

.

:■

へ

.

.

;

. '
.'
, 

/

:

.
* 

. 

■

:
 

' 

.
.■
■

... 

■■■ ‘
 

.

.
' 

. 

.

.

.

.
 

* ' 

,

/'
:
. 

■
,
 

.

■. 

-
i . 
. 

i
 > i

.

:

, 

‘

:■
■
:
胜
：
四4

:
，
財

：
產.

i
 麻

々

一.

三 

*

A

l

l

f

i

s

v

:

,

f

が

ぐ
s

t

o
ぼ
•平
等
，で
あ
ふ
、無
政
府
で
.
あ
‘る

€
、
も
に
、無

限
®

變
他
で：
あ
^

、
均

，衡

で

あ.名
。
 

而
し
で
、
&

由
0

»
會
形
滕
が
實
與
せ

&
:
$

>

.せ

^

芒
れ

»

照
應

^

て
^

窟

せ

ら

.各
.̂
の

で

あ

.み
。
：
.
.
：

V 

” 

.

コI

個
人
的
奶
か
は
社

#
生
活
の
條
件
で
あ
る
。

.：財
產
：は
：

f
t會
办
自
殺
：で
あ
る
。：
所
：有
は
猶

. 

•

利
で
あ

6

、財
產
は
權
利
ほ
：皮
す
る

::
:
°
';
:. 

: 

_

「

ニ
、

す
ベ
て
の
n

.
g>
は
ぶ
：#

の
平
等

*

を
有
，す
.

♦
が
.故
6

所
#

^

»
有
，者
»

ビ
、
も
は
變 

他
す

‘る
？；
.
財
產
は

-.
i

ち
を
樹
立
す
る
之
せ
が

’出
杂
：：；

S
。

三
、：
.
.勞
働
の

.
效
’果
は
す

ベ

^

,0
.人
扣
同

^

で

あ

る

.̂
も
、財
産
威

^

す
る

。

':
,..

」

：
.
.■■
■
■'.
.
.

人

-;;
.. 

'.'
..
:
:

.ス
へ
：.，
'...；,:y.
 

:
.
.. ロへ
：：
..... 

.

.

..〕 

...

四
、
'-，
す
ベ
て

©

人
間
の
勞

_

は
集
合
钧
勢

*

.0
結
»

で
あ
る
か

^

^

©

:

;結
；
^

•て
.の
財
産
は
集
合
的
で

®

”的
で
な
る
：。

「

令
つ
；兄

®
確
k 

5ふ
な

も

域

勞

働

は

財

產

：を_
. 

亡
せ
し
め
る
。て
中

!'
;
;
.」

, :
.

.
:ヴ
^̂
 ̂

..;.。：：

-::

.
,
:
.
.
.

七
、

.-
生
*

物
は
，生

産

物
.̂
ょ
' c\

て
0

み

購
*

せ
：
-:
&
:れ
：る
。
：：
:

八

;:
;

人
は
彼
等
が
選
擇

}c
J
T9
て
任

.ぎ
：掷
怜
結
：合

#-
:
ノ
身
前

'

^
库
摩

.砍
物

_

敗
難

$

數
#
.的
.：

笫ニ
：十

111卷
(

八U

七)

ブ
ル
タ
ド
ン
©

財
産
諭«
そ
.
の

獨

逸

校

於

け

る

屄

饗
.

第
六
號
 

k

七



第

二

十

三

卷

(

八
二
八

)

プ
ル
ゥ
卞
ソ
の
財
產

f

そ
の
義
忙
聆
け
る
；反
響

 

0

J

五
V

法
-

月
I

ょ
0

允

結

合

し

て
.

ね

る
■■

故

：は

條

件

：

: ^

平
，
等_

與

義

岭

ょ
0

^

® ;

求
.

せ
每
れ
る
巧
、

尊
：敬
、友
：情
、集
容
_

_
 

S
: 

I
嚴

餐

な

^
^

の

す

べ

て

は
.、平
衡

的

法

；則
0
:領
域

^
.の
ー
み
»

繁

九
' 

そ
0

.

全
職
能̂

生
產

¥

段
の
平
等
：並.

^

，交̂
:

於
命
け
ゃ
均
衛
を
：

«

持
す
る

k

あ
る
：自 

由
.

結
合
は
、社

會
,0
唯
一
：ぬ

可

能
2

、唯
，一：0
■

1

、唯
：一
：0 .
.

眞
_

患

.形
；：

態
：で
S
起

' 

1

〇

政

治

學

は

自

由

の
科

學

で
あ
る
。

人
化
：
ょ
る
人
の.

政
治

—

そ
れ
が
如

.

何
な

.

^

 

稱
の
、下
^

假

裝

も

ょ

ぅ
€

冬

一

：
は

虺

制

：で
^

气

」

»

會

絲
 

い' :
-

て̂

' 0

最
髙
の
完
成
，を.

見
.

出
す
.の
で

あ̂

」

« -
^

^

- 

' 

胜

四

八 

 ̂

M
 

^
 ̂
 

^
 

^

以

上

が

ブ

外

ク

ド

シI

產
k

は

何
I

の

第
.j

部

で
ぁ

：多
、I

八

四
0

年

刊

行

初

版0

全
：|: 

部

代

涉

る

紹

,

嗦

あ
: 5

。.
勿

論

，
現

在0

形

態

：ド

夸

秒
る
f

產
S

は
#

：ぞ

や」

は

こ

の

外

ベ第
一| 

部

を

含

ん

で

ゐ

るO
V
こ

れ

は

ブ

ルゥ

ド

ン

が

彼

の

：
學

說
^

は
：
反

：
對

し

な

が

ら

も

’
そ

0:
意
:
義

を
:.
. 

充

分

代

認.め

た
.
經

濟

學
.者

ブ

タ

.
ンキ

ィ

は

軟

じ

て

，
彼

の

所

論

ボ

郁

說

：せ

；

.ん
：
敗

省
 

て

第I
.

部

の

說

明.
0
如
さ

冷

の

で

.
あ

石か

ら

、
？

れt

れ

を

紹

奇̂

兩

n

:〉

乍
併

：
フ
，
レ

タ

ボ

ン
の
社

#

學
說
は
之
の
財

^

論
第

.
一
部
、の
紹

#

の
み
で
も
、充
分
：己
れ
：を
，趣

解

し
#

る
の
^
お 

る
。
筆
者
が
財
產
鼢
第

1

部
5:
;

雄
較
的
詳
細
に
紹
介
し
た
の
を

©

趣
由
が
ら
へ
で
$

€
 

V 

も
は
：
フx

ゥ
ド
シ
の
以
後
は

n

け
る
學
說

«

<

の
財
產
論
、に
^
.ま

杯
^

か
S
:發
.展
し

.
て
ゐ
る
の
で

.あ

.各
9 

Z
の
S

つ
ぃ
て

.比
1-
:

政
：府
虫

.
_春
究
象

:̂
:

.
ク
f

:

,ル
ッ

,ノ
ヒ
ヤ
ァ
の
如
ぎ
も
，ダ

\

ゥ
ド

V

の：
®

想
の
大
本
ば
も

^

#

;產
ぞ
は
：：錄

■
 

* 

■

て
S

で
末
葉
の
黙
の
み
に
、學
說
上
の

0 
»
 

^
 

 ̂

^
 

^
 

^
 

^
 
が

つ
.て
ゐ
を

;9
而
：
 

し
て

#
:
の
瓜
想
の
誤
解
さ

れ

易
ぃ

.の

は

、

實
R

彼
の
：用
：類

撒

；華
で
.

*儘
：：：

な

：
の̂'
ょ

る

-

り 

て
.ゐ

る

：註
四
九)

。

ミ
"
の
_

は
倂
太
利
の
へ
エ
：
ク
：ト
廣
.：̂

オ
：コ
‘ジ
'も
者
^

置

^

七

：ゐ
-る
べ
_

 

.

,

.

*
 

■
柱
.

.

.

-̂f
t

i

-
W

-

N

y

c

*

 

d
«
«
. 

w
.

•• 

• 

. 

.

.

.

.

.
,
.
.
.
性
五
.

o
 

N8
0
a
&
»
 

H
p
f
f
o
. U

b
e
r
s
e
t
z
u
n

/Q.. a
u
s

 

d
e
m

H-'
I
t
a
.
u
-

•

 

•

 

-

e
n
i
s
c
h
e
n

 

y
o
n

 .
.
S
i
e
g
f
r
i
e
d

 

N
a
c
h
.
t
.

 

I
Q
0
8
. s. 

7
5
......

■ 

.

.

. 

. 
‘..
 

. 

:
.
.
.
.
’
. 

- 

. 

.

.
■;
- 

. :■ 

.

.
'
.
■
■.■
■

■
■■
,
■

:
.
''■• 

• 

.

.

. 

:

.■
■
■.
.
.■
 

.

.

.

. 

• 
一
 

• 

:
.
.
.
. 

_
.

.

.

.

へ

.
'
:
.

 

.

 

.

.

.

.
'

 
.

.

.

..
:

■
:
.

『

財
產
ビ
は
荷
ぞ
や

」

-0

刊
行
が
■一
 

の
御
期
的

«

. ^

事
で
ぁ
つ
て
、ブ
ぐ
ゥ
ド
シ
ば
こ
れ
が
た
め 

に

T
.

躍
ff
i

想
家
？
し
て
の
■地
位
を
確
保
す

多

ず

i€
_

:-
L

^

幾

：：多

：め
；：論
*

欢

.
龜

が

本

第i
l

十

三

卷

(

八
二
九)

プ
ル
ゥ
ド
シ
の
財
座
論
过
そ
の
獨
逸
ぢ
於
け
る
反
锤 

笫
六
號 

泜
九



:
'

s

i

:
卷

S

I

」

容
 ̂

.

笫

參

释

0
た

Z
せ

は

旣
k

記

：
乜
§

 

f

へ:0
.
如

ざ
_

_

,

:
奪
_

は
#

.
'映
：
I

 で 

I

I

樣

 

.

.ハ，
'
'
、
'
.
:
:
.
'
;
:
.
- 

"

.す

^

て
近
代
_

意

義

ぽ

梦
»

る
«

會
；主
_

赚
_

_

雜
^
義

:«
;
:
:は
鐘
^

:
へ
前
提
^

し

て

ゐ
:5
。

;»
ん
.亦
■

本
主
.義

Q
:

驚
達
；

故
#
:

儆
蛘
興
れ
,を 

社
會
主
義
淤
り
ぃ
、て
も
，ぶ

^

_

^
か

«:
勝
.

*

舉̂
^

:

$

- «
十

九

世

紀

^

^

げ
5-
.
:輝

逾

»-
會

_
_
.
_
歟

.
_
^
&
出

蜂

黙

.
^
^
^

代
表
：者
，を
有
：

J

窄

，
^
十
，ル

_
齡
：|
翻

_
吹

_

ン
今
モ
ン
、フ

J
 .H

ぶ

、
す
モ
*
か

中

心

：0
レ
；：％
_
か
多

_
吹
社

#
#
^
:
的
：文
_

歎

夢 

然

る

は

ビ

の

命

時
‘期
&
通

^
セ
»
#
_
孰

^:
.
:

た
代
過
ぎ
か
い

‘。
..，®

し
^
、町
.人
階
級

^

麻
義

#

、
&;
4:
:

^
も
#

め
- #
:

_

敏
_

級
；
©

代
^
者
で 

冬
ぁ
づ
た
撖
逸
民
主

#

義
“

<-

4

ず
る
ミ

こ

な
¥

”
べ「

ス
ビ
よ
，

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

0
- 

民
主
主
義

0.
-
-^.
.表
晚
思
敝
家

^

ハ
イ
ダ
リ
ッ

b'
:
-
i 々

4:
!
本

^

v
A.
.
^

:̂
;

^
fe
:
c
v^'
^:(

 

f 
ネ
あ

深
&

同
情
を
社
會
主
義

R-
表
し
、ベ

,

ネ

は

民
主
主
義
者

€'
し
て

®

ら
：ぐ
最
：良
の
代
表
者
で
著

述

家

で

あ

ギ

が

、彼
：ゆ

を
0,「

巴
ー
里「

通
信」

や

地

會

-»
主

瘍

義

_
聞「

改
輿
潜

_
#
^

• 

. 

.
.
.
.
.
:
•
• 

• 

•
• 

.

.

.

.

.

‘ 

.

. 

. 

，
 

.

.

. 

• 

• 
• 

•. 

.

..ン

.

.
、

て
ゐ

る

や

ぅ

^
し

V
、

決

レ

て
社
會
主
義

1C
反
對
で
は

3:
か
づ
た
の

^

あ
^

。

攀

十

九

世
« 2

の 

三

十 

0
0
W 
B 
 ̂
 ̂
 ̂

ブ

ッ
“

:.
.
;

の
；. 

如
.き
^

.

. ロ

ォ
0 -

如
き
、
.ぺ

ッ
+力
+ア 

'の

如
さ

コ
.
.
.
ン

シ

テ

ラ

ン

の

如
き
.
力

ブ

へ

の

.
女さ
ル

イ

•
フ
ラ
ン

0

如
S

、ブ
X 

^

ド
シ

の
如
令
思

.

想
：家
が
前
代
，；の
歙*

流
，0

»

會
$

,

®

し

：て

がg:p

ペ
而
し
て
、巴
.里
^
あ
：
い

.て

.比
、大
：_
が
.孓 

5

辟
。

. 

- 

;
- 

■ 

■

が

、

5»
.シ 
^

 

に
、獨

逸
^

 ̂̂
 

*
 

§
 

0 
M
P
.
P 
0 
w 
M
§
$
0
A
M
0
 ̂

%

立
す
^

ぬ
至
ウ
お
e>
^

:«
>
:る
.。

が
ぐ
の
，如
&

情
^

が

'#
#■
■

:#
佛
嚇
«

»
會
至
義
;̂
:

め
_

«
 

を

齋
.
&
.し

た
0
.で

务
|

璧

」

^

.

.

.ゾ
：

：

'

':.

V 

.

.
’

■■
;

■

.

:

:

-
■:
.レ

/■
■
■
■:■:
;
■
■■,
,
:
,'
沿

-;
-

;

:

.胜
X.
...1.' 
ハ..
，
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す
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。
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憲
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あ
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。
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。
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。
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な
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あ
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：
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西
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縣
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介
め

k

、守

■«
の
糈
：英
を

.

.指
撖
せ
、ん

ビ
欲
：し
た
。

而
し
て
、彼
は
事

あ
る
。
；彼
は
ヵ
ン
ト
を
现
解
し
、へ.エ
ゲ
ル
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
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定
の
否
定
を
坪
解
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。
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す
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.
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參
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縛
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懷
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。
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舭
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。
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^
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を
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等
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を
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七
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ぶ
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